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新保 邦彦（しんぼくにひこ）

公益財団法人東京観光財団地域
振興部 次長兼経営支援担当課長

1987年東京商工

会議所入所。主と

して中小企業振興、

地域振興、観光振

興、リスクマネジ

メント、労働政策

等を担当。2017年からの3年

間は健康長寿ビジネスの普及啓

発を仕掛ける。2020年4月か

ら現職。

姉崎 猛（あねざきたけし）

全国シルバー人材センター事
業協会 専務理事

1958年生まれ。

横浜国立大学卒

業。1981年労

働省（現厚生労

働省）入省。

大臣官房統計情

報部長、内閣府

大臣官房審議官、神奈川労働

局長などを歴任し、2019年

３月退官。同年６月より現職。

澤岡 詩野（さわおかしの）

公益財団法人ダイヤ高齢社会
研究財団 主任研究員

高齢期の社会関

係、特に友人未

満、仲間以上の

「ゆるやかなつ

ながり」に着目

し研究を行って

いる。近年では、誰もがゆる

やかにつながり続ける地域の

在り方を明らかにするために

フィールドワークに力を注い

でいる。

宇佐川邦子（うさがわくにこ）

株式会社リクルートジョブズ
センター長

リクルートグルー

プ入社後、一貫し

て人材領域を担当。

働き手、業界の特

性を踏まえた採用、

育成・定着、活躍

支援の仕組等の調査研究、講演

等を行う。現在はシニア雇用促

進のための事業開発、実証に注

力している。

塩谷 和也（しおたにかずや）

株式会社ダスキンライフケア
事業部企画開発室室長

1987年株式会社

ダスキン入社。

イベント企画レン

タル事業を経て、

2012年貸与福祉

用具商品開発室。

2016年1月埼玉県和光市との

協定による高齢者生活サポー

ト拠点を開設。2018年より

現職。

新開 省二（しんかいしょうじ）

女子栄養大学地域保健・老年学
研究室教授

愛媛大学大学院修了

（医師、医学博士）

後、トロント大学留

学、愛媛大学助教授

をへて1998年東京

都老人総合研究所研

究室長。研究部長、副所長を経

て、2020年から現職。専門は

老年学・公衆衛生学。

藤原 佳典（ふじわらよしのり）

東京都健康長寿医療センター研
究所 社会参加と地域保健研究
チーム 研究部長(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ)

北海道大学医学部

卒、京都大学大学

院医学研究科修了

(医学博士)。多世

代共生の視点から、

高齢者の健康につ

いて研究。日本応用老年学会理

事、日本世代間交流学会副会長、

厚労省検討会や多数の自治体審

議会委員を歴任。

古谷野 亘（こやのわたる）

聖学院大学心理福祉学部特任
教授

保健学博士。専門

は社会老年学。特

に主観的幸福感の

測定と要因分析、

生活機能の測定、

社会関係の記述と

測定に関する研究などに取り

組んできた。学会では「高齢

者の定義」や「社会的フレイ

ル」について検討する委員会

の委員を務めている。

中 敏彦（なかとしひこ）

明治安田生命保険相互会社
執行役員営業企画部長

1988年明治生命

保険相互会社（現

明治安田生命保険

相互会社）に入社

後、姫路支社長、

営業企画部長を経て、2019

年4月より現職。

高田 創（たかたはじめ）

岡三証券株式会社グローバル･
リサーチ･センター理事長

1982年日本興業

銀行（現みずほ銀

行）に入行後、み

ずほ証券執行役員

チーフストラテジ

スト、みずほ総合

研究所副理事長エグゼクティ

ブエコノミストを経て、今年1

月より現職。金融庁や財務省

等の委員も歴任。

須原 國男（すはらくにお）

スハラFPコンサルタント代表

CFP、証券アナリ

スト。 1968年

慶応義塾大学卒業、

大和証券入社。

ノースウエスタン

大学MBA取得。

15年間 米国、英国、スイスの

海外店、国内では国際部、大

和総研の取締役として勤務。

2009年独立。

川口 俊徳（かわぐちとしのり）

経済産業省ヘルスケア産業課
企画官

1999年厚生

労働省入省、

2018年厚生

労働省老健局

企画官、

2019年より現職。

金井 司（かないつかさ）

三井住友信託銀行株式会社
フェロー役員チーフ・サステ
ナビリティ・オフィサー

1983年住友信

託銀行に入社し

2005年よりサ

ステナビリティ

業務を担当、

2018年4月よりフェロー役員

チーフ・サステナビリティ・

オフィサー。同社グループの

ESG投資を含むサステナビリ

ティ業務全般を統括する。

西野 裕哉（にしのゆうや）

デイサービス隣家代表取締役

施設、ケアマネ、

デイサービスの

経験を経て、

2013年にデイ

サービス隣家を

開設。地域にお

ける認知症の方のトラブルを

きっかけに「誰のために、何

のために活動しているのか」

を大切に地域活動に取り組ん

でいる。

石井 義之（いしいよしゆき）

国土交通省 国土交通政策研究
所 研究官

東京都立大学卒業

後、自治体職員等

を経て2016年か

ら現職。地域コミ

ュニティを研究す

る中で、高齢者の

居場所や助け合いに関心を持

ち、現場に通い続けている。

民間事業者と住民が連携した

取組みに特に焦点をあてる。

水野 隆史（みずのたかし）

NPO法人ワンダフルキッズ
副理事長・訪問看護師

病棟看護師、

地域包括支援

センター勤務を

経て現職。

認知症の人も誰

もがつながりあ

うまちを目指し、「若年認知

症いたばしの会ポンテ」「み

ま～もいたばし」を立ち上げ、

福祉の枠にとらわれない多様

な活動を展開している。


